
 

 

 

〈アクセス〉 
●広島駅から 
【バス】広島バス「31 号(翠町)線」にて「県立広島大学前(広島キャンパス)」下車、徒歩 1 分 
【市内電車】[5] 広島港(宇品)行きにて「県病院前」下車、徒歩 7 分 
 
●バスセンター(紙屋町)から  
【市内電車】[1] [3] 広島港(宇品)行きにて「県病院前」下車、徒歩 7 分 
 
●広島港(宇品)から  
【市内電車】[1] [5] 広島駅行き又は[3] 広電西広島(己斐)行きにて「県病院前」下車、徒歩 7 分 
 
●八丁堀(天満屋前)から 
【バス】広電バス「12 号線(仁保沖町)」にて「県立広島大学前(広島キャンパス)」下車、徒歩 1 分 

日時 平成 30 年 3 月 19 日（月） 

13 時 30 分～15 時 

会場 県立広島大学 2143 大講義室 
（広島市南区宇品東一丁目 1 番 71 号、教育研究棟２の１階） 

 

※事前の申し込みは不要です。 

学内には外来者用駐車スペースがありませんので，車によるご来場はご遠慮ください。 

問合先：国際文化学科 鈴木康之  ℡ 082-251-5178（県立広島大学・代表番号） 

県県立立広広島島大大学学人人間間文文化化学学部部国国際際文文化化学学科科  
  

秋山伸隆教授 最終講義 

「「人人掃掃」」にに関関すするる一一考考察察  

豊臣政権の政策として知られる「人掃」は、「ひとばらい」と読み、「追放する」という意

味であると説明されてきましたが、本当にそうなのでしょうか。 

最終講義では、戦国・織豊期の毛利氏領国における名詞＋「掃」の用例を整理し、「掃」

という文字の意味と読み方について考えます。 


